
テーマ 継続

事業分類 事業種別

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

「麒麟がくる」推進協議会に加入し、ゆかりの地域の自然や
歴史文化を発信

水源の里に市外から転入した世帯への補助と住宅建設・改修
に対する補助、水源の里の情報発信

ものづくり交流館利用者数：7,526人

対象：6件　補助額：8,255千円

市ホームページ年間アクセス数：418,157件

配布冊数：350冊

配布冊数：1,987冊

住宅整備　補助件数：2件　補助額：1,267千円

地域緑化推進事業補助金 補助額：14,027千円
地域緑化推進のため、綾部市シルバー人材センターに対する
補助

あやべ特別市民２０周年記念事業費

水源の里定住促進事業費

ものづくり交流館のオープンに必要な備品整備とオープニン
グイベントの開催
国・府補助対象外の栽培作物に対する災害復旧支援として補
助
ホームページやフェイスブック、ゆるキャラ等を活用し、効
果的に市政情報を発信

本市について書かれた書籍を新成人に配布

あやべ特別市民20周年を記念し、本市について書かれた書籍
を配布

事業概要

プロジェクト名 実施期間住んでよかった・住みたくなる綾部創生プロジェクト 平成30年度

本年度事業費（千円） 174,214

事業名

174,214

プロジェクトを構成する事業の平成３０年度事業実績（出来高数値等）

市町村
実施事業

ものづくり交流館オープニング事業費

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

24,584

新規・継続の区分
(1)少子・高齢化、(2)
地域産業の育成、(4)
その他（地方創生）

地域における現状、課題及び住民ニーズ

　本市の人口は、昭和25年の54,055人をピークに減少が続いており、少子・高齢化や若者の人口流出、後継者や担い手不足による地域コミュニティ機能
の衰退や地域社会全体の活力減退など、様々な分野で課題を抱えている。
　本市では平成２７年度、市民・地域、事業者、行政等が一体となって「綾部創生」に取り組むため「綾部市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策
定。「住んでよかった」「住みたくなる」綾部を実現するため、市民協働で魅力あるまちづくりを推進している。

　舞鶴若狭自動車道、京都縦貫自動車道の全線開通や新たな企業進出など、本市に吹く“良い風”を捉え、「住んでよかった」「住みたくなる」綾部の
実現に向けたさらなる展開を目指した。選ばれるものづくり拠点と里山・農村資源を活用した産業の創生による多様な就業機会の創出、定住促進、結婚
から子育てまで安心してできる社会づくり、京都北部連携と街なか・農村集落活性化を目的に、各種施策を展開した。
　■選ばれるものづくり拠点と里山・農山村資源を活用した産業の創生による多様な就業機会の創出
　　 農業、商業、工業等の基幹産業の振興と地元での就労を支援
　■「住みたくなる」綾部に向けた交流、定住促進と住環境整備
 　　情報発信、観光交流や農村都市交流の推進と各種ＵＩターン定住施策による新しい人の流れの創造
　■結婚・妊娠・出産・子育てが安心して出来る社会づくり
　　 結婚活動の支援、教育環境の整備など若者が結婚し、安心して子どもを産み育てることができる環境づくり
　■京都北部地域の連携と街なか・農村集落活性化による心豊かに安心して暮らせるまちづくり
　　 商店街の活性化や環境保全、防災対策の推進など安全・安心な暮らしを守るため、地域と地域が連携した新しいネットワーク型の自治によるまち
　　 づくりを推進

交付金額（千円）

団体名：綾部市

ふるさと就職支援情報発信事業費

あやべ関連書籍活用事業費

ＮＨＫ大河ドラマ誘致事業費

求職者等情報希望者に対して就職等に関する各種情報を提供

地域づくり健康診断見直し事業 次期総合計画の策定準備

ブロードバンドサービス提供事業費 光ファイバーケーブル支障移転工事

工業団地修景管理費
綾部工業団地の修景管理を綾部市シルバー人材センターに委
託

農業者等復興支援事業費

市政情報発信事業費

2020年大河ドラマ「麒麟がくる」の決定を受けたＰＲ活動

情報提供回数：12回　延べ情報提供者数：3,737人

主な実績（出来高数値等）

プロジェクトの目的及び概要

総事業費（千円）

公共緑地等の修景維持管理を実施

Ｉ・Ｔビル設備改修事業費 老朽化した自動ドアの改修
自動扉開閉装置修繕、給水加圧ユニット交換
自家用電気工作物及び発電機等塗装

工事件数：11件　工事総額1,983千円

固定資産税基礎資料整備事業費
固定資産税の適正・公正な課税と業務の効率化を推進するた
め、地形図・地番図を整備

地番図更新：675筆

次期総合計画の策定に向けた現況調査と分析の実施



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

関連事業

関連事業

関連事業

関連事業

関連事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

関連事業

関連事業

関連事業

◎ （左の理由）

（理由） （時期）

○ （左の理由）

（理由） （時期）

補助件数：22件

技能研修者：2人　補助額：960千円

補助額：2,144千円

ものづくり体験ツアー参加者：90人
企業見学会参加者数：22人

水源の里活性化事業費

伝統産業振興事業費

黒谷和紙ステップアップ事業費

ものづくり連携事業費

集落の再生と活性化に取り組む集落への補助

北部地域連携都市圏ステップアップ事
業費
京都府北部地域連携都市圏形成推進協
議会事業費

緊急人材確保対策事業費

合同就職面接会の開催等

移住定住プロジェクト、合同面接会、農商ビジネスフェア等
開催負担金
市内企業の人材確保のための合同企業面接会、出張ハロー
ワーク等の開催

住民
協働
事業

茶品評会出品奨励費

中小企業生産設備リース導入支援事業
費

工場設置奨励金交付事業費

大学連携事業費

金融対策事業費

ＮＨＫ朝の連続テレビ小説誘致推進事
業費

グンゼ創始者波多野鶴吉翁と妻はなをテーマにしたNHK朝の連
続テレビ小説の誘致を推進する協議会への負担金

京都産業大学が綾部市をフィールドに行う活動に対する補助

市内の事業者が府の融資制度を利用する際に利子を補給

茶の各品評会に対する奨励補助

リース契約により新規に生産設備を導入する市内中小企業者
に対する助成

婚活支援を行う団体に対する補助

延べ参加企業数：116社　延べ参加数：108人

移住者、新規創業者へのＰＲ等を実施し、目標値を上回る補助を達成したため

交付企業数：2社

41成果指標の目標数値

成果指標の達成状況

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

農業施設改良助成事業費 農道等農業施設の小規模改修への補助
岸田ライスセンターシャッター改修
綾部ふれあい牧場扉改修

婚活支援事業費補助金

成果指標の達成状況 登録空き家の掘り起こし等を積極的に実施し、目標数値と近似値を達成したため

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

■チャレンジショップ支援事業費補助件数
　H29年度　39件　⇒　R2年度　35件成

果
指
標
①

成
果
指
標
②

成果指標の目標数値
■年間定住世帯数
　H29年度実績　30世帯（目標15世帯）　⇒　H30年度　15
世帯

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

13世帯

あやべの米づくり支援事業費 市内農家の特別栽培米生産を支援 補助件数：3件

京都府北部５市２町で構成する協議会への負担金を支出

交付企業数：26社　交付額：50,000千円

延べ参加企業数：45社 来場者数：41人

大学教授による公開講座、ミニシンポジウム、活動報告会の
実施

補給件数：55件　補給額：1,654千円

市内で生産設備を新設した企業に対し、課税初年度から３年
間奨励金を交付

負担金を支出

黒谷和紙の人材育成・体制強化による自立への支援

体験ツアー、企業見学会等京都工芸繊維大学との連携事業

黒谷和紙の技能研修者に対する補助

品評会出点数：63点　補助額：610千円

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

補助件数：5件

チャレンジショップ支援事業費
起業者支援と商店街活性化を図るための新規創業者の運営経
費に対する補助

補助対象：5人



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

◎ （左の理由）

（理由） （時期）

（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

本プロジェクトに
対する自己評価

その他の成果

　大学連携におけるフィールドワークでは、「豊かに幸せに暮らせる地域のあり方」をテーマに、大学教授による公開講
座やミニシンポジウムを実施し、過疎集落に住む市民の生の声を学び、実践的な体験を通じて市の活性化を推進した。

　あやべ特別市民制度事業では20周年記念として書籍を新成人や特別市民へ配布したことにより、綾部応援者の拡大や地
域振興に努めた。

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

　本年度は、産学公が連携して設置した北部産業創造センターを中心としたものづくりのまち綾部の振興や、本市が誇る伝統産業「黒谷和紙」の活性化、京都産業
大学が本市で行うフィールドワークへの支援など、さらなる本市の特色を活かしたまちづくりを推進した。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

　北部地域連携都市圏ステップアップ事業では、府北部地域の自治体が共同で事業を行うことにより、就職希望者に対す
る豊富な情報提供が可能となった。

関連事業との連携効果

広域的波及成果

住民の自治意識を高める成果
　水源の里活性化事業では、市外から水源の里へ転入した世帯への補助、ブログやフェイスブックを活用した魅力発信を
展開し、人口の増加や、若い世代・都市住民との交流を通じた地域の活性化に寄与した。

成
果
指
標
③

成果指標の目標数値

積極的な企業への依頼等に努め、目標値を上回ったため

■就職フェア参加企業数
　H29年度　38社⇒　R2年度　40社

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

45社

成果指標の達成状況

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期



テーマ 継続

事業分類 事業種別

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

プロジェクト名 市民が輝き、共に築くまちづくりプロジェクト 実施期間 平成30年度
(1)少子・高齢化、(4)
その他（共生社会の実
現）

新規・継続の区分

地域における現状、課題及び住民ニーズ

　少子高齢化や価値観の多様化が進む中、本市においてもコミュニティの弱体化が懸念される一方、地域力の維持や、地域の課題を自助・共助により解決
できる仕組みづくりが期待されている。
 　その地域力を担う市民がふるさとあやべへの愛着と誇りを育めるよう、豊かな文化やスポーツの振興に努め、多様化する社会状況に応じた人権啓発、
男女共同参画を推進し、長く市民が培ってきた地域活力・共生力のさらなる活性化を図る必要がある。
　また、家庭、地域、学校、行政等が連携して教育や支援を行い、ふるさとへの誇りと愛着、さらには国際感覚など幅広い視野を持った、将来、広く地域
で活躍する青少年の育成も求められている。

プロジェクトの目的及び概要

　地域コミュニティの衰退を食い止める地域力向上の主役は地域住民であり、地域社会の担い手となる人材の育成を目的とする。地域社会を担う人材の育
成は、地域活性化による交流・定住の促進や地域防災力の向上にも寄与する重要なプロジェクトと位置付けた。また、多様化する社会の中で、すべての市
民が活躍し、共にまちづくりに参加できるような環境を整備していく上でも重要である。
　次代を担う子どもや青少年の育成において、社会的に幅広く活躍できるよう、小中一貫教育の推進や英語教育の推進に努めた。
　■地域活性化の活力となる活動支援
　　 自治会・ボランティア活動の推進、集落支援員の配置等
　■心豊かな人を育む文化・スポーツの振興
　　 社会体育施設の整備、総合運動公園の改修等環境整備、新図書館整備の検討等
　■国際社会・情報社会で羽ばたく人材の育成
　　 外国人英語教師の雇用、イングリッシュキャンプ事業、ＩＣＴ推進事業等
　■共生社会の実現
　　　女性活躍推進計画の策定等

総事業費（千円） 971,969 本年度事業費（千円） 971,969 交付金額（千円） 22,299

プロジェクトを構成する事業の平成３０年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

市町村
実施事業

ボランティアコーディネーター設置事
業費

ボランティアコーディネーターの設置に対する補助 補助額：4,835千円

天文館改修事業費 多目的室等空調設備の改修 空調設備3台を改修

新図書館整備検討費 新図書館の整備に向けた検討委員会等の設置 委員会4回の開催、図書館整備に関する市民アンケートの実施

子育て学習講座開催費
保護者が参加しやすいよう、家庭教育を支援する講座を各学
校で開催

開設講座数：13講座　延べ受講者数：496人

「ふるさとあやべ再発見」教育推進事
業費

ふるさと　あやべを見つめ直す教育を実施。保護者・地域か
ら信頼される活動・運動を推進

各地区における伝統文化を学習

国際交流事業費
常熟市やマンダウエ市との交流
国際交流ボランティア活動への補助

医療衛生交流団の受入、綾部市卓球協会の常熟市への派遣等
を実施

外国語指導講師業務委託事業費
小中学校における英語教育の推進、特に英会話能力の向上を
図るため、講師3人を派遣

外国語指導講師の派遣委託

イングリッシュキャンプ事業費
英語教育の推進のため、小学生を対象とした外国人の英語指
導助手による英会話による生活体験

参加者数：109人

チャレンジＥＩＫＥＮ事業費
中学校英語教育の推進を図るため、中学２、３年生を対象に
英検を受験

受験者数：２年生248人、３年生267人

グローバル人材事業費
英語教育の推進のため、市内中学校の代表生徒が英語による
発表会を実施

イングリッシュサミット、ミニ英語検定の実施
大学でイングリッシュキャンパスを実施

飛び立て！中学生海外派遣事業費 英語教育の推進のため、市内中学校の生徒を海外に派遣 参加者数：15人



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

◎ （左の理由）

（理由） （時期）

○ （左の理由）

（理由） （時期）

補助件数：6件　補助額：2,530千円

合唱指導者の派遣や出演の支援の実施

補助額：300千円文化の仕掛け事業費

地域のコミュニティ施設改修等に対する補助

市内合唱団等の活動支援

地域ならではの文化・芸術に関するイベントに対する支援

ボランティア活動推進事業費 ボランティア活動の推進と活動推進事業に対する補助 補助額：1,587千円

住民
協働
事業

自治会活動推進費
自治会組織の各種行政協力に対する報奨金と自治会連合会の活動に対する補
助を充実 報奨件数：196件、自治会連合会補助件数：13件

いきいき地域応援事業費補助金 住民組織が主体的に取り組む地域活性化事業に対する補助 補助件数：11地区

コミュニティ助成事業費

合唱のまち推進事業費

英語検定の受験対策を授業等でも実施し、目標数値には到達していないが、前年度実績を上回った

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値
■ボランティア総合センター登録団体者数
　H29年度:2,671人　→　Ｈ30年度:H29実績を上回る

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

2,800人

成果指標の達成状況 ボランティア活動が活発化し、新たなボランティア団体の登録も増えたことにより、目標数値を上回ったため

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成
果
指
標
②

成果指標の目標数値
■中学校卒業時の英語検定３級以上取得者の割合
　H29年度:30.3％人　→　Ｈ30年度:40％

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

34.9%

成果指標の達成状況

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

　ボランティアコーディネーターの活動により、様々な分野で活動する市民・団体の支援を行うとともに、各種講座を実施するなど、気運の醸成や人材育成に努めた
結果、ボランティア活動が活発になり、ハートセンター利用件数の増加につながった。

ＩＣＴ推進事業費
普通教室用・教職員用のパソコン及び教育ネットワーク機器
の更新

小学校：パソコン11台、中学校：164台を更新

世界連邦推進事業費
世界連邦・平和啓発のため、世界連邦協議会・地球市民の集
い実行委員会に対する補助

地球市民の集い実行委員会　補助額：700千円
世界連邦運動協会　補助額：80千円

地域住民が主体となって取り組む地域活動に対する人的支援
を目的とした「集落支援員」を設置

集落支援員2人を設置集落支援員設置事業費



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

本プロジェクトに
対する自己評価

関連事業との連携効果
　集落支援員2人を設置し、地域・集落への人的支援を行うことにより、地域資源を活用した特産品の開発等地域の活性化に
資する取組の推進に寄与した。

住民の自治意識を高める成果
　自治会活動において各地区で実施されている継続事業や新規事業に取り組むことで、住民同士の連携推進に繋がり、地域
活動の活性化に寄与した。

リーディング・モデル成果
　英語教育において、オーストラリアへの中学生の派遣や小学生高学年を対象とした英語のアクティビティ活動、外国人指
導助手における授業など、活きた英語を学ぶ機会を多数設け、グローバルな人材形成を推進した。

その他の成果 　ＩＣＴ機器の更新等により、児童・生徒及び教職員にとって快適で良質な教育環境の整備に努めた。



テーマ 継続

事業分類 事業種別

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

交付対象事業

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

プロジェクト名 災害に強い安全・安心のまちづくりプロジェクト 実施期間 平成30年度 (3)まちの安全・安心 新規・継続の区分

地域における現状、課題及び住民ニーズ

　近年、台風や局地的な集中豪雨による土砂崩れが頻繁に発生しており、自然災害に対する懸念が高まっている。また、本市は、高浜、大飯両発電所
から半径30キロメートル圏内に位置しており、地域防災計画や実効性のある住民避難計画の策定に向けた見直しなど、防災体制の強化が求められてい
る。
　市民においては自治会等を単位に自主防災組織が立ち上げられるなど、防災に対する意識が高まっている。
　環境問題については、地球市民の一員として大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済行動から脱却し、温室効果ガスの削減やごみ減量化などの積極
的な取組が求められている。これらに対応するため、リサイクル推進活動を展開するほか、リサイクルプラザの整備、自然エネルギーの活用など、市
民とともに環境保全に配慮した行動を起こす必要がある。

プロジェクトの目的及び概要

　地域の安全・安心を推進するための事業に重点的に投資することとし、消防力・地域防災力の向上・強化を図るとともに、降雨災害に備え内水対策
を行うなど誰もが安心して暮らせるまちづくりを目的とした。
　■防災・災害時対応の強化
　　 消防団水防活動用備品の充実、聴覚・言語者向け緊急通報システムの整備、京都府と合同で実施
      する総合防災訓練、エフエムあやべを活用した災害情報の提供等
　■地域の防災力の強化
　　 自主防災組織活動の推進
　■災害対策の強化
　　 河川の改修、危険なブロック塀等の撤去等
　■環境保全の推進
　　 第３次環境基本計画の策定、市民団体の環境保全活動の支援等
　■７月豪雨災害等の復旧
　　 被災者への復興支援や、公共施設の災害復旧等

総事業費（千円） 258,320 本年度事業費（千円） 258,320 交付金額（千円） 27,359

プロジェクトを構成する事業の平成２９年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

市町村
実施事業

河川改修事業費 豪雨災害に対する安全対策のため、河川を改修 河川安全対策工事

危険ブロック塀等撤去事業費 地震災害に対する安全対策のため、危険なブロック塀を撤去 補助件数：5件

綾部駅南駐輪場移設事業費 交番移設の用地を確保するための駐輪場移設 駐輪場移設工事

紫水ヶ丘公園安全対策事業費 老朽化したフェンスの改修 立入防止柵更新　L＝82.3m

住宅用太陽光発電システム設置補助事
業費

住宅用太陽光発電システムの設置に対する補助 補助件数：30件　補助額：3,409千円

聴覚・言語障害者向け緊急通報システ
ム整備事業費

聴覚や言語等に障害のある方に対応した緊急通報システムの
整備

聴覚・言語障害者向け緊急通報システムを整備

コミュニティ放送局放送委託等事業費 コミュニティラジオ局「エフエムあやべ」を活用し情報発信 情報発信業務の委託

設置台数：14台

アルファ化米：1,000食　無洗米：2袋

綾部市環境基本計画を策定

庁用車安全対策事業費

災害時応急対策事業費

環境基本計画策定事業費

公用車へのドライブレコーダーの設置

備蓄食料の整備

第３次綾部市環境基本計画を策定



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

関連事業

関連事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

△ （左の理由）

（理由） （時期）

○ （左の理由）

（理由） （時期）

増加する水防出動に備え、消防団員の身を守り作業環境の改
善を図るため安全長靴を配備

配備数：858足

除雪機械設置補助事業費

土のうステーション整備事業費 浸水被害の未然防止・軽減のため土のうステーションを整備 設置基数：12基　土のう：1,200袋

リサイクル施設整備事業費 リサイクル施設の建設 リサイクル施設の建設に向けた設計を実施

消防団水防活動強化事業費

京都府と合同で総合防災訓練を実施

交通安全対策事業費 自治会による交通安全灯設置に対する補助 設置か所：359か所

地域住民が組織する団体が実施する保管庫等の設置事業に対
する補助

交付件数：1件

上林川を美しくする会運営費補助金 上林川を美しくする会の環境保全活動に対する補助 行事参加者：105人

補助件数：12件
自治会が市道の除雪作業に必要な除雪器具の整備を行う場合
に補助

住民
協働
事業

ごみ減量化及びリサイクル推進事業費 分別等を行うリサイクル推進員の活動経費
推進員446人を委嘱し、ごみ減量とリサイクル推進の取組を
実施

環境市民会議運営費補助金 環境市民会議が行う環境保全活動に対する補助 補助額：2,000千円

総合防災訓練事業費

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値
■自主防災組織数
　H29年度　148団体　⇒　R2年度　196団体（全自治会）

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

149団体

成果指標の達成状況
地域ぐるみの防災安全対策・体制推進の必要性を地域へ周知し、前年度実績から組織数を増やしているが、目標値を下回
るため

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成
果
指
標
②

成果指標の目標数値
■上林川を美しくする会　行事参加者数
　H29年度　95人　⇒　H30年度　105人

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

　　　　　　　　　　　　　　100人

成果指標の達成状況 清流・環境の保全を推進するため、積極的な広報を行った結果、行事参加者数が前年度を上回ったため

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

　本年度は京都府と合同で総合防災訓練を実施し、多くの参加者が身をもって体験することにより、自主防災意識を高めることができたとともに、各種講演会や
研修会の実施、綾部市防火防災協会への支援により、市民や市内企業の自助・共助による防災意識の向上に努めた結果、自主防災組織の増加につながった。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

古紙回収用保管庫設置費補助金

参加機関：80機関　参加人数：約1,000人
参加自治会：141自治会　参加人数：5,511人

自主防災組織活動推進事業費 自主防災組織の立ち上げや活動に対する補助 補助件数：13件



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

その他の成果

本プロジェクトに
対する自己評価

関連事業との連携効果 　リサイクル施設の整備に向けた、設計業務や、廃棄物対策と環境保全の推進に寄与した。

住民の自治意識を高める成果

　浸水被害軽減のため、河川、池等の改修を進め、安全・安心のまちづくりに寄与した。

　住民協働で各種環境の保全活動を行うことにより、本市の自然を美しく保つことにつながった。また、住民の環境保全
に対する意識の向上が図られ、将来的な環境の保全にも寄与した。

　住民協働のもと、ごみの減量やリサイクルを推進することにより、ごみ処理に係る経費の削減に努めた。

リーディング・モデル成果
　土のうステーションの整備や備蓄食料の整備、消防団活動の備品等の再整備を行い、災害時の迅速な対応の強化に努め
た。

行財政改革に資する成果



テーマ 新規

事業分類 事業種別

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

プロジェクト名
市民に寄り添い誰もが安心して住み続けられる

優しいまちづくりプロジェクト
実施期間 平成30年度 (1)少子・高齢化 新規・継続の区分

地域における現状、課題及び住民ニーズ

　少子化・高齢化の進む人口減少社会への対応は、自治体運営の大きな課題であり、子育て支援や高齢者福祉、定住施策の強化が求められる。
　本市では、平成27年度に策定した「綾部市まち・ひと・しごと創生総合戦略」や平成28年度に策定した「第5次総合計画後期基本計画」により、戦
略的なまちづくりを展開しているが、 一人ひとりの顔が見える、暮らしの息遣いが聞こえる小さなまちだからこそできる施策がある。
　市民の生活に寄り添うきめ細やかな施策により、若い世代が家庭を築き、子育てしやすい環境の整備を行うとともに、公共交通の整備、障害者施策
の推進など、子どもから高齢者まで、障害がある人もない人も安心して住み続けるまちづくりの実現を目指す。
　

プロジェクトの目的及び概要

　子育て支援や住環境の整備、健康増進や障害者施策の推進など、誰もが安心して住み続けられる“市民に寄り添う”きめ細やかな施策を展開した。
　■出産や子育てに寄り添う・・・
　　 子育て世代包括支援センター事業、乳幼児健診時の臨床心理士による相談支援、物部保育園
　　 改修等
　■高齢者の生活に寄り添う・・・
　　 移送サービス事業、あやバス健康長寿定期券対象年齢の引き下げ等
　■障害のある人に寄り添う・・・
　   手話言語の確立及び多様なコミュニケーション手段の促進に関する条例の推進等
　■市民の健康に寄り添う・・・
　　 コミュニティナースによる健康相談や各種健康診査、健康教室の開催、あやちゃん健康ポイント等

総事業費（千円） 274,530 本年度事業費（千円） 274,530 交付金額（千円） 28,664

プロジェクトを構成する事業の平成２９年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

妊産婦・乳幼児支援事業費
妊産婦家庭訪問により、妊娠、出産、育児等に係る相談及び
新生児の発育、栄養、環境、疾病予防等についての保健指導
を実施

妊婦健康診査延べ受診査数：4,803人

ブックスタート事業費 生後４か月の乳児に絵本をプレゼント 配布人数：221人

簡易児童遊園安全対策事業費 安全性の向上のため、小嶋簡易児童遊園周辺の側溝を改修 小嶋簡易児童遊園側溝改修工事　L＝15.5m

都市公園改修事業費 安全性の向上のため、老朽化した遊具の更新等 改修公園数：7か所

物部保育園改修事業費 保育環境の向上のため、屋上・空調設備等を改修
保育棟・遊戯棟の屋根・外壁改修工事
空調設備設置工事等

民間保育所等保育環境整備補助金
民間保育所等の施設の新設、修繕、付属設備備品整備等への
補助

施設の新設等補助額：7,417千円

登録者数：1,067人　延べ利用回数：19,947回

高齢者交通手段確保進事業費

小学校大規模改修事業費
老朽化への対応や児童の学習環境の向上のための屋上防水改
修・空調設備整備等

豊里小学校、物部小学校、志賀小学校、吉美小学校
西八田小学校、東八田小学校における整備工事

準要保護児童援助・特別支援教育奨励
費

経済的理由により就学困難な児童に対する援助（学用品・修
学旅行費・給食費等）

延べ援助人数：996人

鉄道利用促進事業費補助金
綾部市鉄道利用促進事業実行委員会が行う利用促進事業に対
する補助

延べ補助人数：53人

移送サービス事業費
身体的理由で一般の公共機関を利用することが困難な一人暮
らしまたは高齢者世帯の方の送迎サービスを委託
あやバスの高齢者向け定期券購入支援を拡充し、対象年齢を
引き下げ

健康長寿定期券の対象年齢を70歳以上から65歳以上に引き
下げ



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

関連事業

関連事業

関連事業

関連事業

関連事業

○ （左の理由）

（理由） （時期）

◎ （左の理由）

（理由） （時期）

市町村
実施事業

各種健診や健康づくりの催しへの参加にポイントを付与し、
景品等と引き換えのできる事業を実施

高齢期を健康に過ごすため、体操指導などを行う健康講座を
清山荘にて開催

ＵＩターン介護人材確保事業費
市内の介護事業所に就業するＵＩターン者及び新規学卒者の
家賃補助

補助件数：5件　補助額1,220千円

コミュニティナースを5人に増員し、健康相談の充実と地域
活性化を支援

専門職としての視点をいかしながら、健康づくりなど地域
の維持発展に貢献

高齢者安心生活推進事業費
緊急通報装置の貸与や介護保険の住宅改修制度の限度超過分
の一部に対する補助

緊急通報装置貸与延べ世帯数：112世帯（うち新規5世帯）

延べ参加人数：2,813人

上林地域振興センター改修事業費

障害等のある児童・生徒に対する学習支援と生活介助

あやバス利用活性化事業費 京都大学と連携し、バスの利用促進策を検討
ワークショップ等の開催
「健康長寿定期６５おためしキャンペーン」を行い、１か
月間、健康長寿定期券を半額で販売

住民
協働
事業

ファミリー・サポート・センター事業
費

育児の援助を受けたい人と育児の援助を行いたい人の橋渡し
による、地域での子育て支援

まかせて会員数：35人
おねがい会員数：76人

コミュニティナース事業費

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値
■要約筆記派遣件数
　H29年度：55件　⇒　H30年度：H29年度実績を上回る

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

52件

成果指標の達成状況 要約筆記を必要とする方への呼びかけを実施し、目標値を下回ったが、前年度に近い派遣件数であった

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成果指標の目標数値
■あやちゃん健康ポイント取組人数
　Ｈ29年度：971人　⇒　Ｈ30年度：H29年度実績を上回る

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

995人

成果指標の達成状況 市内の企業等に向けた積極的な周知により、取組が広く浸透し、目標数値を達成できたため

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成
果
指
標
②

子育て世代包括支援センター事業費 妊娠から出産、育児において一括した支援を実施
妊娠届出時面接件数：171件、母乳育児応援チケット利用件
数：33件

障害者地域生活支援事業

清山荘健康講座事業費

設置台数：7台

小学校：特別支援員10人、介助員7人
中学校：特別支援員6人、介助員1人を配置し、支援を実施

ポイント交換者数：995人

認知症高齢者支援事業費

手話言語の確立及び多様なコミュニ
ケーション手段の促進に関する条例推

障害者が自立した日常生活を送れるよう支援
相談員の増員と講演会等の要約筆記・手話通訳の機会を充実

要約筆記者派遣事業：52件、手話通訳者派遣事業：28件
訪問入浴サービス事業：4人
障害者日中一時支援事業：延べ441回

斎場駐車場整備事業費 斎場の第3駐車場として利用している用地の取得 用地取得：2,779千円

特別支援教育支援員配置事業費

あやちゃん健康ポイント事業費

認知症高齢者の早期保護と安全確保のため、GPS端末を貸し
出し
市役所窓口に卓上型スピーカーを設置
市民啓発用ガイドブック等の作成・配布

施設の利便性向上のため、老朽化した空調設備・畳等を改修 空調修繕工事、畳改修等

利便性の向上を目的に、トイレを洋式に改修 トイレ洋式化：3基

家庭介護実習室改修事業費

貸出件数：12件



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

〇 （左の理由）

（理由） （時期）

△ （左の理由）

（理由） （時期）

（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

妊婦や乳幼児の保護者への周知を強化し、目標数値と近似値かつ前年同数を維持できたため

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

　あやちゃん健康ポイント事業の積極的な周知や、市内の団体等が主催する健康づくり教室等への指導者の派遣、あやべ健康プラザでの健康教室等の開催により、
市民の健康志向が高まり、あやちゃん健康ポイント取組人数の増加につながった。
　また、高齢期を健康に過ごしていただくための健康講座の開催や、送迎等きめ細かなサービスの実施により、清山荘の利用者確保に努めた。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

成
果
指
標
③

成果指標の目標数値
■乳幼児健康診査受診率
　H29年度：97.4％　⇒　H30年度：H29年度実績を上回る

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

成果指標の達成状況 健康講座等の継続的な取組や送迎等きめ細かなサービスの実施をしたが、目標数値を下回ったため

本プロジェクトに
対する自己評価

関連事業との連携効果
　コミュニティナースの医療専門知識を活かして、地域に密着した活動を実施することで、地域住民のコミュニティ活動
の活性化を促進した。

　子育て世代包括支援センターにおいて、妊娠・出産・育児の切れ目ない支援を行うワンストップ拠点の運営を実施する
ことで、産婦健診、宿泊型産後ケア、臨床心理士による相談を拡充した。

住民の自治意識を高める成果

リーディング・モデル成果
　あやバス利用促進として、１か月間、健康長寿定期券を半額で販売するキャンペーンを実施したことにより、利用者の
増に寄与した。

広域的波及成果

継続して講座等を実施したが、更新できなかったため、翌年
度以降の更新を目標とする

令和元年度

その他の成果

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

　鉄道利用促進事業実行委員会に助成することによって、広域な範囲で鉄道利用者の利便性と地域交流の活性化を図っ
た。

　各公共施設の老朽化や利便性の向上に向けた改修を実施し、来場者の満足度を高め、市民の施設利用を促進した。

97.0%

成果指標の達成状況

成
果
指
標
④

成果指標の目標数値
■清山荘入館者数
　H29年度：30,754人　⇒　H30年度：H29年度実績を上回
る

成果指標の実績値
（平成31年3月31日時点）

27,564人



テーマ 継続

事業分類 事業種別

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

関連事業

関連事業

関連事業

関連事業

交付対象事業

交付対象事業

君尾山トイレ用給水工事

里山交流大学開催事業費

「京・綾部名水　水源の里」の製作・販売、物産展等出展負
担金、季刊誌・観光リーフレットの発行
観光関係団体が実施する各種観光・交流事業に対する補助

綾部名水：3,000本　観光パンフレット：10,000部の作成

プロジェクトを構成する事業の平成３０年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

国宝光明寺二王門整備補助事業費

市町村
実施事業

国宝光明寺二王門の改修に対する補助 光明寺二王門整備事業：3,147千円

観光施設等整備事業費
京都府が光明寺下に設置するトイレの給水設備整備と維持管
理

地域における現状、課題及び住民ニーズ

　地域創生の実現のためには、地域の魅力を最大限に引き出し、交流人口の拡大・産業の振興を図ることが必要である。特に、３つの京都に関しては以下
の課題があり、これらの克服を図る。
【海】観光資源は豊富であるにも関わらず、景観整備やコンテンツが不十分である。また、観光資源が点在しており、周遊するシステムが十分に整備され
ていないため、日帰り観光客が多く地域経済への波及効果も限定的である。
【森】担い手不足や木材価格の低迷などにより集落機能の維持・管理が困難になっており、新たな視点で森資源を活用する必要がある。また、森林の公益
的機能が低下することや森の文化の継承が困難であることについて懸念があり、野生鳥獣被害への対応も求められている。

プロジェクトの目的及び概要

　豊かな自然や長い歴史に磨かれた地域の資源や特性を活かし、市町村と府が連携して総合的かつ計画的に特色ある地域づくりを進めた。
　産業・観光を振興することを目的とした。

総事業費（千円） 68,182

綾部ふれあい牧場整備事業費

観光施設活用促進事業費

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

プロジェクト名 もうひとつの京都推進プロジェクト 実施期間 平成30年度
その他（もうひとつの
京都）

新規・継続の区分

東部地域農業施設整備事業費

観光案内看板整備事業費

本年度事業費（千円） 68,182 交付金額（千円） 16,500

間伐促進対策事業費

森の京都木材活用事業費

海の京都ＤＭＯ広域観光推進事業費

森の京都ＤＭＯ広域観光推進事業費

あやべ温泉施設改修事業費

綾部ふれあい牧場の動物の入れ替え、草地の整備

あやべ温泉の経営支援の強化、利用者の利便性向上のための
補修等

ふるさと味あやべ工房の施設整備

ＪＲ綾部駅に掲示する観光案内看板の作成

豊かな森林保全推進のため、森林所有者等による間伐に対す
る補助
森の京都エリア・上林のトチの倒木を活用し、議員名札を更
新

ＤＭＯ負担金等「海の京都」の推進に要する経費

ＤＭＯ負担金等「森の京都」の推進に要する経費

施設の長寿命化と利用者の拡大を図るため、老朽化した温泉
棟等を改修

めん羊3頭の購入及び草地の整備

あやべ温泉入浴延べ利用者数：58,440人
二王館延べ宿泊者：3,179人、あやべ山の家延べ宿泊者数：
688人

周辺樹木の伐採を実施

看板を設置し、利用者の利便性の向上

綾部市森林組合へ補助　補助額：3,000千円

議員名札の作成

顧客満足度の高い旅行商品の開発・販売、マーケティング調
査、プロモーション活動等の観光地域づくりの推進

森林資源等を活用した農村都市交流や観光地域づくりの推進

改修工事：温泉棟A=905.4㎡　監理業務委託

住民
協働
事業

着地型観光推進事業費 外国人モニターツアーの実施を支援 モニターツアー実施回数：2回

里山交流大学の開催に対する補助 参加人数：338人　開催講座：22講座

観光振興事業費



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成３０年度分）

団体名：綾部市

◎ （左の理由）

（理由） （時期）

（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

本プロジェクトに
対する自己評価

関連事業との連携効果 　あやべ温泉において、施設の長寿命化と利用者の拡大を図るため、老朽化した温泉棟等の改修を実施した。

府と市町村等との連携に資する成果
　森の京都事業では、府・関連市町との連携により事業を推進することで地域の振興が図られ、観光交流人口の増加等、本
市への波及効果があった。

リーディング・モデル効果
　海の京都及び森の京都事業を実施し、府と北部7市町が連携して、ブランド観光地域をめざし広域観光プロモーションを展
開することにより、観光戦略拠点の形成やコンセプトツアー等に取り組んだ。

その他の成果 　「京・綾部名水　水源の里」の販売、観光パンフレットの発行により新たな観光客へのＰＲを実施した。

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

　森林ボランティア事業、パン焼き体験事業、農業体験事業などの各種交流促進事業を実施し、多くの交流を図ることにより地域振興の活性化

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

6,928人

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値
里山ねっと・あやべの交流人口の拡大

平成29年度　3,843人　⇒　平成30年度　5,100人
成果指標の実績値

（平成31年3月31日時点）

成果指標の達成状況 　里山ねっと・あやべの交流人口が、前年度の実績値を上回る数値であったため


